
公立図書館におけるヒ素調査と安全対策

八郎潟町立図書館の事例から

⼋郎潟町⽴図書館（秋⽥県南秋⽥郡）はJR⼋郎潟駅前の複合施設「⼋郎潟町えきまえ交流館はちパル」内にあります。約3万5千冊の蔵書を有し、
広域利⽤の図書館として町内外から広く活⽤されています。2026年のはじめに、職員が⼀部の和装本や古地図の表紙にはヒ素を含む⾊材（⽯⻩）
が使⽤されているという話をX（旧Twitter）で⾒聞きしました。気になって調べたところ、国際⽇本⽂化研究センター（京都府京都市）に専⾨家の
⽅がいることが分かりました。そこで、所蔵資料による健康被害リスクを抑制するため、専⾨家に相談しながら、資料の科学分析を実施するととも
に、安全対策に取り組むことにしました。地⽅の⼩さな公⽴図書館である⼋郎潟町⽴図書館が、どのようにヒ素含有資料の調査と安全対策を⾏った
のか、写真とともにわかりやすくご紹介します。

第28回図書館総合展ポスターセッション 2026年10⽉20⽇(⽕)-22⽇(⽊) 於：パシフィコ横浜（オンライン）
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Step1． 専門家に相談 Step2． 防護具の用意 Step3． 書庫の調査

まずは、ネットで「和装本 ヒ素」などのキーワードで検索。国際⽇本
⽂化研究センター特任准教授の⾺場幸栄先⽣に⾏きつく。図書館総合展
のポスター発表や新聞記事等を読んだ上でメールで相談1,2,3,4。ヒ素を含
む図書資料の調査⽅法や安全対策について、とても丁寧なお返事やアド
バイスをいただく。

アドバイスに従い、①資料を⼊れるためのポリエチレン製の密封袋、②
使い捨てニトリル⼿袋（粉なしタイプ）、③使い捨て防塵マスクを購⼊。
ヒ素を含む資料を収納する鍵付きキャビネットも⽤意したかったが、予
算・スペースの問題で現段階では購⼊に⾄らず。当⾯は、ヒ素を含む可
能性のある資料を密封袋に⼊れることとした。

表紙等が「⻩⾊」「緑⾊」に着⾊されている江⼾・明治期の冊⼦本・
地図・錦絵がヒ素を含む可能性が⾼いとのことなので5,6,7、⼿袋とマス
クを着けて閉架書庫（以下「書庫」）をブラウジングして現物を調査
し、地図を含む38点の資料をヒ素を含む可能性のある資料として選び
出し、密閉袋に⼊れた。また、資料を抜いた後の棚を清掃した。

Step7． 館内の情報共有 Step８． 利用者への注意 Step９． デジタル化

中性紙製⼤型保存箱が⽤意できるまで、ヒ素を含む資料は密封袋に1点ず
つ収納したうえで、ダンボールに⼊れて書庫で保管することにした。そ
の箱には⾚い⽂字で⽬⽴つ⼤きな注意書きを貼り、ヒ素を含む資料であ
ることが、すべての職員にすぐに分かるようにした。また、蔵書管理シ
ステムに新たな保管場所「ヒ素閉架」を登録し、検索した際にひと⽬で
分かるようにした。

たとえヒ素を含む資料であっても、死蔵は避けたいところ。そこで、どう
しても当館の現物を閲覧する必要があるという利⽤者がいれば、⼗分に安
全に配慮した上で提供することにした。こちらもアドバイスに従い、該当
する資料1点ずつに、注意書きの紙を添えることにした。注意書きには、
ヒ素を含んでいることだけでなく、ニトリル⼿袋の着⽤と利⽤後の⼿洗い
を推奨することや、当館に⼿袋が⽤意されていることを記した。

デジタルアーカイブであれば利⽤者が現物に触れることがないため、ヒ
素を含む資料であっても、気軽に閲覧してもらえる。そこで、今後は利
⽤者に対するデジタルアーカイブの紹介もサービスのひとつとして積極
的に⾏っていくことにした。国書データベース8（上の写真）や国⽴国
会図書館デジタルコレクションなど様々なデジタルアーカイブを活⽤す
る予定である。あわせて、⾃館資料のデジタル化も進めていきたい。

Step4． リストの作成 Step5． 資料の科学分析 Step６． 保管方法の見直し

選んだ資料のリストをエクセルで作成した。38点の内訳は、冊⼦本が26
点、地図が12点。当館は江⼾・明治期の図書資料が少ないため作業にあ
まり時間がかからなかった。古い地図は多かったものの、ヒ素を含む⽯
⻩が広く使われていた18世紀中頃から19世紀末（江⼾時代後期〜明治時
代中期）の資料は思ったほど所蔵していなかったので、その点も改めて
確認でき、よい機会となった。

書庫にある江⼾・明治期のコレクションを⾺場先⽣と⼀緒に再調査した
結果、錦絵1点が追加され、分析対象は39点となった。⾮接触よりも接
触のほうが⾼い精度で測定できるそうなので、接触型の蛍光X線分析を
⾺場先⽣に実施していただいた。X線による被ばく事故を防ぐため、分
析中、図書館職員は半径2m以内に⽴ち⼊らないようにした。39点のう
ち31点からヒ素が検出された。

ヒ素を含む資料が存在することが確認されたので、書庫等を⾺場先⽣
と⾒て回り、最適な保管場所・保管⽅法についてアドバイスをいただ
いた。資料にカビが発⽣すると、カビ除去作業や有害ガスによりヒ素
中毒リスクが⾼くなるそうなので、カビ対策を強化することにした。
温湿度を24時間モニタリングできるデータロガーの設置と、室内環境
の影響を受けにくくする中性紙製⼤型保存箱の使⽤を勧められた。


